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第１２１回新生ふくしま復興推進本部会議 

第３２回福島イノベーション・コースト構想推進本部会議 

合同会議 議事録 

 

■ 日時：令和５年２月２２日（水）１６：００～１６：０８ 

■ 場所：危機管理センター災害対策本部会議室（北庁舎２階） 

 

【鈴木副知事】 

ただ今から、新生ふくしま復興推進本部会議、福島イノベーション・コース

ト構想推進本部会議の合同会議を開催いたします。 

 早速、議題「福島国際研究教育機構の中期目標（案）」について、企画調整

部長。 

 

【企画調整部長】 

まず、福島国際研究教育機構（Ｆ－ＲＥＩ）に関する当面のスケジュールに

ついて、参考資料１をご覧ください。昨年９月の立地場所の決定以降、年末の

来年度政府予算案での設立初年度関連予算額146億円の決定や、先月末の法定

の新産業創出等研究開発協議会の準備会合の開催、今回の議題である中期目標

（案）の作成など、この４月１日に控えるＦ－ＲＥＩ設立に向け、復興庁を中

心とした国の準備が急ピッチで進められております。 

次に、Ｆ－ＲＥＩの制度設計における県知事意見について、参考資料２をお

願いします。Ｆ－ＲＥＩの制度設計においては、福島復興再生特別措置法に基

づき、主務大臣は様々な段階で福島県知事の意見を聴取する体系となっており、

昨年８月の基本計画の策定の際にも、主務大臣に対して県知事意見を述べてき

たところですが、今般、参考資料３の通り、中期目標の作成に当たり、先週１

５日、福島県知事に対し、主務大臣から法定の意見聴取があったものです。 

中期目標（案）と県知事意見（案）の概要につきまして、資料１をお願いし

ます。この中期目標は、主務大臣が、基本計画に即して、７年間でＦ－ＲＥＩ

が達成すべき研究開発等の運営に関する目標を定め、Ｆ－ＲＥＩに指示するも

のでありますが、策定に当たって、主務大臣は、法に基づき、原子力災害から

の福島の復興・再生の推進を図る見地から福島県知事の意見を聴くこととされ

ております。 

中期目標（案）の内容につきましては、Ｆ－ＲＥＩが取り組む５分野それぞ

れにおける研究開発や産業化、人材育成について７年間で取り組む目標が記載
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されているほか、その評価軸や評価指標が設定されております。 

また、第一期となる令和１１年度までの本中期目標期間においては、本格的

に軌道に乗ることが見込まれる令和１２年度からの第二期中期目標期間を見据

えながら、「基盤作りと存在感の提示」に重点をおくこととされております。 

県知事意見（案）の全文につきましては、資料２として添付しておりますが、

その概要につきまして、資料１の右側をご覧ください。私どもとしては、中期

目標が、Ｆ－ＲＥＩが地域と共に世界に誇る研究開発成果を実現し、福島の復

興・再生に資する目標となるよう、３つの視点から意見したいと考えておりま

す。 

１つ目は、世界に誇る最先端の研究開発等の推進として、福島の優位性を発

揮できる５分野の横断的研究の推進、世界に冠たる拠点としての魅力・知名度

の向上を、２つ目は、地域に根差した取組の推進として本施設の整備前からの

県内での研究活動や、県内の実証フィールド等の活用、県内関係機関等との適

切な連携、機構の設置効果の広域的な波及などについて、意見したいと考えて

おります。 

さらに、３つ目は、そのために必要な土台となる国の取組として、施設の円

滑かつ確実な整備と可能な限りの前倒しやＦ－ＲＥＩ事務所内で主務大臣間の

縦割りが横行することがないよう、縦割りを排して山崎光悦理事長を支える総

合的かつ安定的な支援、復興庁設置期限後も見据えた中長期的な枠組みでの予

算確保、適切な指標の設定及び評価などについても、意見したいと考えており

ます。 

なお、今回の福島県知事への意見聴取後、同じく法に基づき、国の復興推進

委員会、総合科学技術・イノベーション会議（ＣＳＴＩ）にも諮られ、中期目

標は、４月初旬に決定、その後Ｆ－ＲＥＩに指示される流れです。 

最後に一言、申し上げます。研究開発は息の長い取組が必要ですし、福島浜

通り地域等に、世界中の研究者に魅力的に感じてもらえる世界に冠たる研究機

関を実現させることは、文字で書き表せるほど、そう簡単なことではありませ

んが、今後の福島の復興・再生の進展を見据えましたときに、これは何として

も実現させなければならないものであります。 

このため、県としても、Ｆ－ＲＥＩ、国、市町村、大学、研究機関、企業、

教育機関等と共に力を合わせ、県内関係機関の先頭に立って、Ｆ－ＲＥＩがイ

ノベーションの力で切り拓く福島の新しい未来創りをしっかりと支えてまいる

覚悟です。 
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【鈴木副知事】 

今の意見案に関して、何かありますか。 

なければ、意見案のとおり提出することとします。 

それでは、知事からお願いします。 

 

【知事】 

今年４月に設立される「福島国際研究教育機構（Ｆ－ＲＥＩ）」は、原子力

災害からの福島の復興・再生を進め、本県、東北の復興を実現し、さらに、日

本、世界の課題解決にも貢献する、世界に冠たる「創造的復興の中核拠点」と

なるものです。 

今回の中期目標は、今後の７年間でＦ－ＲＥＩが達成すべき目標を定めるも

のであり、第一期の期間として、将来の礎を作り、方向付ける極めて重要なも

のです。 

その達成に向けては、Ｆ－ＲＥＩはもとより、国、県、市町村、大学や研究

機関、企業、教育機関など様々な主体が共に力を合わせて、進むべき方向性を

共有しながら、連携を一層強化していくことが必要不可欠です。 

皆さんも、Ｆ－ＲＥＩが地域と共に世界に誇る研究開発成果を実現し、福島

イノベーション・コースト構想を更に発展させ、福島の復興・再生に資する拠

点となるよう、関係機関としっかり連携をして取組を進めてください。 

 

【鈴木副知事】 

以上で、会議を終了します。 


